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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
原田 篤

“まごころ”を込めた鋳物づくりを基盤とし、新たな素形材の
イノベーションを創出
株式会社 峯陽は、“まごころ”を込めた鋳物づくりに磨きをかけ、これからの素形材の可能性を伸展でき
るよう、新たな技術や考え方を積極的に取り入れます。また、お客様のニーズにいち早くお応えできる
工場作りを実践し、この地域とここで働く人財とともに成長を続ける会社でありたいと考えています。

2036年の売上高達成に向け、年率20％程度の成長を目指す。
・素形材分野の市場開拓
・顧客ニーズに応え得る生産能力の増強
・デジタル人財の獲得・育成鋳込み作業風景

〇本社所在地︓長崎県諫早市貝津町2542
〇事業概要︓鋳物製造及び機械加工、組
立

〇常時使用する従業員︓７７名
（2026年3月時点）

〇現在の売上高︓１３億円
（ 2025年3月期）

〇法人番号︓4310001008148
〇Web︓http://www.k-hoyo.co.jp

株式会社 峯陽（製造業）

①2027年開発ラボを新設し、新規案件の試作や新材料・新鋼種を
行なう同業とのコラボを通じ、これまでの顧客のみならず、新規
分野での開発案件に取組む体制を構築する。
②設備投資計画は、省エネ・省人化に加え、デジタル技術を活用
した設備投資も積極的に行ない、短納期ラインによる高付加価値
化を実現する。
③デジタル人財の獲得に向け、働きがいのある職場作り・若手や
女性が働きやすい環境作りを推進し、働き方の多様性に対応でき
る職場ルールを確立する。

・市場開拓に向けて、DXの取組み強化と同業コラボの推進、
既存分野の対象拡大と新規分野への伸展

・生産能力の増強に向けて、省エネ・省人化を見据えた計画的な
設備投資の実施、素形材で活かせるデジタル技術の最大活用

・デジタル人財の育成と女性活躍の推進、働く環境の整備

13 15 18 21 26 31 37 45 54 64 77 93 111

0

50

100

150

2024202520262027202820292030203120322033203420352036


